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の死亡齢を判定する。ハモグリバエ科では 3 齢、ホソガ科では 5 齢まであるものが多い。葉内
で蛹化する種では、蛹の個体数を直接計数できる。一方、葉外で蛹化する種では、幼虫が潜孔
から脱出したスリットで蛹化したと判定できる場合が多い。 
3．それぞれの齢での死亡数を、発育過程の逆方向に積算することによって、各齢の生存個体数
を求める。 
4．各齢の生存個体数を発育過程に沿ってグラフに描く（これが生存曲線）。 
［発展］ 
5．分類された潜孔葉をそれぞれビニール袋に入れて、数ヶ月放置すると、潜葉虫の成虫や寄生
蜂が羽化してくる。齢ごとに、それらの個体数を数え、その情報を集計すると、生命表を作成
することができる。 
 
 
考察 
●潜葉虫の種間で、生存曲線を比較し、その違いの理由を議論する。 
●若齢の死亡の大きい生存曲線と、老齢の死亡の大きい生存曲線のどちらが多いかを調べ、そ
の理由を議論する。 
